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交通事故相談日

3月27日(火〉

市役所第 1会議室

10時，...， 15時

なるべく事故に関係の

書類をご持参ください。

、

O 

お
り
こ
う
に
身
長
拠
定

虫
歯
が
多
い
歯
の
診
察

〈

乙

乙

ぞ

と

じ

て

く

だ

さ

い

)

j 
ミJ

おねえちゃんに見守られて胸囲拠定いろいろなお遊びの中で受ける問診「これなーに?J

三歳児は身体の発育や精神面から人間形成のう

えで、も っとも重要な時期であるといわれており

ます。そ乙で三歳児に対し、 総合的な健康診断と

して、 毎月第四火曜日に市役所大会議室で三歳六

カ月児を対象に、 体位の発育測定をしたり、 発育

不良や諸習癖の相談 ・指導にあたり、肢体不自由

や精神薄弱、視聴力障害等疾患の発見につとめ、

母子衛生の向上を期しております。

母子保健法にも三歳児に対しでは、 健康診査を

行なうようになっており、昔から『三つ子の魂百

まで』とも言われております。このたいせつな時

期をより健やかに育てるため、もれな く受診され

ますよう、おすすめします。
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援
・
産
一
場

、
観
仇
幼
幼
男
に

りおおむ

無

料

保
健
指
導
の
一
環
と
し
て
妊
産

婦
の
母
体
の
健
康
保
持
と
乳
幼
児

を
健
全
に
成
長
さ
せ
る
た
め
、

市

は
妊
娠
さ
れ
た
か
た
、
お
産
直
後

の
か
た
お
よ
び
赤
ち
ゃ
ん
に
次
の

市政だより昭和48年3月15日
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第
六
田
市
社
会
福
祉
大
会
は
三

月
二
日
市
民
会
館
で
約
五
百
人
の

関
係
者
が
集
ま
り
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
感
謝
状
の
贈
呈
と
表
彰

が
あ
り
、
意
見
発
表
、
意
見
交
換

で

牛

乳

び
乳
幼
児

@
市
県
民
税
を
納
め
て
い
な
い
世

帯
ま
た
は
減
免
さ
れ
て
い
る
世

故
、
浅
田
惣
市

(世
帯
更
生
指

導
の
功
績
)

松
添
儀
八
(
更
生
保
護
指
導
の

功
績
)

辻
田
初
一
(
社
会
福
祉
事
業
に

高
額
寄
付
)

パ
ー
ル
レ

l
ン
代
表

金
子
原
二
郎
(
社
会
福
祉
事
業

に
高
額
寄
付
)

市
町
総
代
会
連
合
会
(
社
会
福

祉
事
業
の
功
績
)

表
彰
状
外
薗

強

(世
帯
更
生
指
導
の

功
績
)

溝
上
泰
造

(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ヤ
活

動
の
功
績
)

鈴
田
第

一
親
老
会

(
社
会
奉
仕

活
動
の
功
績
J

松
崎
笑
子
(
篤
行

l
家
庭
づ
く

り
)

今
里
寿
美
子
(
施
設
職
員
と
し

て
永
年
勤
続
)

野
中
テ
ル
子
(
施
設
職
員
と
し

て
永
年
勤
続
)

末
岡
彦
太
郎
(
団
体
役
員
と
し

て
の
功
績
)

富
田
泰
二
(
自
立
更
生
で
優
秀
)

新
郷
春
枝
(孝
子
と
し
て
優
秀
)

帯
の
妊
産
婦
お
よ
び
乳
幼
児

@
所
得
税
を
納
め
て
い
な
い
世
帯

の
妊
産
婦
お
よ
び
乳
幼
児
の
う

海
の
さ
も

春

を

と
お
り
牛
乳
を
一
人
一
日
一
本
、

無
料
で
支
給
し
て
い
ま
す
。

支
給
対
象
者

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受

け
て
い
る
世
帯
の
妊
産
婦
お
よ

特
別
講
演
に
次
い
で
、
大
会
宣
言

を
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

当
日
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

感
謝
状

(敬
称
略
)

故
、
林
田
福
市

(団
体
役
員
と

し
て
の
功
績
)

ち
健
康
に
異
常
の
あ
る
者

※
な
お
、
く
わ
し
く
は
衛
生
課
窓

口
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

• 
山
の
さ
も

呼

ぶ

特

産

物

共

進

一
一
月
二
十
四
・
五
日
、

市
民
会

館
で
第
九
回
の
市
特
産
物
共
進
会

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ミ
カ
ン
、
イ
チ
ゴ
、

シ
イ
タ
ケ

ミ
ソ
ヅ
ケ
、
レ
タ
ス
、
ミ
カ
ン
ジ

ュ
ー
ス
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
、
玉
子
、

ノ
リ
、
干
し
ワ
カ
メ
、
苗
木
な
ど

三
百
六
十
点
余
が
出
品
さ
れ
ま
し

た。
即
売
会
で
は
出
品
物
が
ま
た
た

く
ま
に
売
り
切
れ
、
春
を
呼
ぶ
市

特
産
物
共
進
会
は
今
年
も
盛
会
り

に
終
了
し
ま
し
た
。

当
日
出
品
さ
れ
た
特
産
物
の
審

査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

名
誉
一
賞
藤
本
音

一
(
ノ
リ
)

二

島
徳

一、

松
尾
重
松
(
素
干
し
ワ
カ

メ
)
倉
橋
よ
し
え
(
ブ
ロ

イ

ラ

ー

)

佐
藤

郎

(
鶏
卵
)

山

口

要

(
ミ
カ
ン
〉

山
口

⑥ 

「
不
燃
物
は
必
ず
き
め
ら
れ
た
日
に
、

き
め
ら
れ
た
場
所
に
」

..0... 
-:z:::s; 

肇

(
イ
チ
ゴ
〉
松
口
静
枝
(

ミ
ソ
ヅ
ケ
)
浦
山
市
次

(生

シ
イ
タ
ケ
)
古

賀

俊

夫

(
乾

燥
シ
イ
タ
ケ
)
大
谷
規
矩
雄

(
山
行
苗
ヒ
ノ
キ
)
下
村
繁

夫

(山
行
苗
マ
ツ
〉

大

谷
規

矩
雄

(
山
行
苗
ス
ギ
)
下
村

繁
夫

(
毛
苗
ヒ

ノ
キ
)

永
松

み
ん
な
で
守
ろ
う
。

幸
義

(毛
苗
マ
ツ
)

実

(
毛
苗
ス
ギ
)

久
保

優
秀
賞
松
崎
清
見

(ノ
リ
)

梅
原
菊

次
郎

・
岩
崎
錬

一
(
素
干
し
ワ

浅
田
義
則
(
塩
蔵
ワ

カ
メ
)

カ
メ
)

武
藤
芳
次

・
大
石
正

也
(
ブ
ロ
イ
ラ
ー
)

寺
道
勝

吉
・
鶴

栄

(鶏
卵
)

本

山

哲
(
ミ
カ
ン
)

山
口
和
男
・

今
道
正

一
(
イ
チ
ゴ
)

石

川

サ
カ
エ
(
ミ

ソ
ヅ
ケ
)

優
良
賞
小
浜
三
次
郎
(
ノ
リ
)
松
浦

勇

・
今
里
重
雄

・
山
田
藤

一
(

素
干
し
ワ
カ
メ
)

田
中
吉
夫

(塩
蔵
ワ
カ
メ
)

太
田
尾
サ

ト
・
山
本
実
(
ブ
ロ
イ
ラ
ー

)
田
川
正
夫

・
松
尾
三
生

n

鶏
卵
)
福
田
朝
徳
(
ミ
カ
ン
M

竹
末
恒
義

・
朝
長
邦
彦

(
イ
チ

ゴ
)
藤
崎
た
つ
え
・
柳
和
子
(

ミ
ソ
ヅ
ケ
〉

田

崎

亘
広
(
生

シ
イ
タ
ケ
〉
推
場
昇

(乾

燥
シ
イ
タ
ケ

)

下

村
繁
行

(

山
行
苗
ヒ
ノ
キ
〉

宮
崎
一
二

(
山
行
苗
マ
ツ
)
永
松
幸
義
(

山
行
苗
ス
ギ
)
宮
崎
芳
太
(

毛
苗
ヒ
ノ
キ
)

宮
崎
繁
行

(

毛
苗
マ

ツ
)

永
松
幸
義
(
毛

苗
ス
ギ
)



⑥ 

「
不
燃
物
は
必
ず
き
め
ら
れ
た
日
に
、

き
め
ら
れ
た
場
所
に
」
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三久
旺少

市再

2開
院

ー
ー
な
が
い
あ
い
だ
ご
め
い
わ
く
を

お

か

け

し

ま

し

た

1
1

市
民
の
医
療
セ
ン
タ
ー
市
立
病

院
は
長
崎
大
学
か
ら
耳
鼻
い
ん
こ

う

科

道

祖
尾
卓
而

・
皮
膚
ひ
尿

器
科
黒
木
隆
亨
講
師
が
赴
任
し

四
月
一
日
か
ら
毎
日
診
療
に
あ
た

り
ま
す
。

おおむら市政だより(3) 

一
月
か
ら
は

日
本
大
学
か
ら

赴
任
し
た
小
児

科
本
多
和
智

医
長
が
従
来
の

宇
都
宮
淳
一
医

長
と
二
名
で
診

療
に
あ
た
り
、

東
京
大
学
な
ど

で
研
修
を
終
了

し
た
三
村
正
毅

外
科
医
師
は
I

C
U
主
任
と
し

て
診
療
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
健
康

を
守
り
市
民
の

健
康
管
理
の
よ

り
よ
き
相
談
相
手
で
も
あ
る
市
立

病
院
で
は
、
医
師
を
中
心
に
ス
タ

ッ
フ
の
充
実
を
は
か
り
市
民
の
明

る
い
健
康
的
な
生
活
が
持
続
す
る

よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
指
導
相

談
日
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

O
お
母
さ
ん
教
室

・
:
じ
よ
う
ぶ
な
子
ど
も
の
出
産
:
・

毎
週
水
曜
日
産
婦
人
科

大

野

力

O
育
児
相
談
教
室

毎
週
水
曜
日
小
児
科宇
都
宮
淳
一

本
多
和
智

O
糖
尿
病
食
じ
療
法相
談

毎
週
金
曜
日内

科

藤

田

洋

※
時
間
は
す
べ
て
午
後
一
時
か
ら

三
時
ま
で

明

る

い

環

境

づ

く

り

に

み

ど

の

境
苦み

ー:くど
_t)り
をと
行桧
なの . 
らあ' 若手 h 
てるーソ
い司庁 二
るる 目的
!市い只日

立環

病
院
に
、
み
ど
り
の
寄
贈
が
あ
い

つ
い
で
い
ま
す
。

武
部
郷
の
松
山
正
敏
さ
ん
か
ら

は
か
ヤ
マ
モ
モ
6

0

カ
シ
54

な
ど

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
病
院
中

庭
に
植
樹
し
、
患
者
さ
ん
を
は
じ

め
、
職
員
一
同
芽
だ
ち
を
た
の
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
暖
か
い
善
意
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
、
市
立
病
院
は
市

民
の
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
積

極
的
な
み
ど
り
の
あ
る
病
院
づ
く

り
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

緋
鯉
の
寄
贈
で

池
も
カ
ラ
ー
に

滝
し
ぶ
き
う
け
て

緋
鯉
の
列
み
だ
す

患
者
さ
ん
や
来
訪
者
の
か
た
の

人
気
に
な
っ
て
い
る
市
立
病
院
の

滝
の
あ
る
池
に
も
春
が
や
っ
て
来

ま
し
た
。

み
ど
り
の
樹
木
で
と
り
閤
ま
れ

て
い
る
市
立
病
院
は
、
い
ま
春
の

香
り
が
あ
ふ
れ
で
い
ま
す
。

乙
の
た
び
原
口
郷
の
口
木
常
広

さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
緋
鯉
の
寄
贈

を
う
け
、
池
も
カ
ラ
ー
と
な
り
、

み
な
さ
ん
に
光
い
九
先
菩
ぼ
p

れ
て

い
ま
す
三

み
が
な
で
守
ろ
う
。

一
一
月
二
十

ョレ
J

八
日
J
一一一月

君

十

三

日

に

か

瀬

け

て

実

施
さ

ノ

れ

た

春

の

火

占

災

予

防
週
間

一

中

に

、

大

村

じ

消

防

署
で
は

掛

貝

三

月

七

日

の

長

消

防

記

念

日

い

日

を

意
義
あ
る

J

日
と
す
る
た

め
、
防
衛
庁
官
舎
(
並
松
郷
)
で

消
防
訓
練
と
火
災
予
防
知
識
の
講

習
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

ま
た
消
防
署
で
は
、
こ
の
火
災

予
防
運
動
を
も
り
あ
げ
る
た
め
、

市
内
の
小
中
学
校
か
ら
防
火
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
、
優
秀
な
ポ
ス
タ

ーa
を
市
役
所
玄
関
に
展
示
し
て
、

日一-

J

広
く
市
民
に
火
災
予
防
を
呼
び
か

~け
ま

L
た。

春の火災予防ポスター

な
お
、
ポ
ス
タ
ー
の
審
査
結
果

は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

最
優
秀
賞
(
市
長
賞
)

せ
き
ち
ぐ
さ
(
大
村
小
一
年
〉

山
添
節
子
(
東
大
村
小
四
年
〉

一ノ
瀬
善
弘
(
萱
瀬
中
二
年
)

優
秀
賞
(
危
険
物
安
全
協
会
長
賞
〉

い
か
わ
ま
さ
ふ
み
(
大
村
小
一
年
)

溝
口
じ
申
ん
乙
(
大
村
小
一
年
)

ま
つ
な
が
か
つ
み
(
大
村
小
一
年
〉

ま
つ
い
と
し
子
(
中
央
小
二
年
ν

中
村
裕
子
(
中
央
小
二
年
)

田
中
康
隆
(
大
村
小
二
年
)

東
久
和
(
中
央
小
三
一
年
〉

佐
田
一
仲
(
大
村
小
三
年
〉

福
田
哲
也
(
大
村
小
三
年
〉

小
林
博
美
(
大
村
小
四
年
)

吉
川
義
隆
(
東
大
村
小
四
年
〉

鬼
崎
朋
日
日
(
東
大
村
小
四
年
)

松
井
嘉
子
(
中
央
小
四
年
)

津
田
義
典
(
大
村
小
四
年
)

一ノ
瀬
良
美
(
東
大
村
小
四
年
)

林
啓
吾
(
西
大
村
小
五
年
)

山
添

薫
(
東
大
村
小
五
年
〉

兼
屋
み
ど
り
(
大
村
小
五
年
〉

一
瀬
純
男

(萱
瀬
小
六
年
)

川
崎
春
美
(
竹
松
小
六
年
〉

飯
笹
輝
子

ハ
大
村
小
六
年
V

播
磨
聴
子
全
中
央
小
六
年
〉

森
辰
己
(
萱
瀬
中
一
年
)

中
山
裕
美
子
(
萱
瀬
中
一
年
〉

山
口
正
道
(
萱
瀬
中
ニ
年
)

今
里
義
昭
(
萱
瀬
中
三
年
)

;
朝
〆官
記
静
泣
ハ
貰
瀬
中
-
J

一年

ν
一
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級一…一…一タ一一
2Mm'UAmzhu
後…日亥

おおむら

お

早

終
戦
二
十
周
年
に
当
た
り
国
が

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
し
、
改
め

て
弔
慰
の
誠
を
ひ
れ
き
す
る
た

め
、
特
別
弔
慰
金
を
支
給
さ
れ
る

も
の
で
遺
族
援
護
法
に
よ
る
弔
慰

市政だより日
間
F
D
山

口
刀
川

内ペ
U
川
川

年
川
Q
U
川

A
守
川

和
川
昭
州

め

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
聞
に

死
亡
さ
れ
て
現
在
年
金
等
を
受

け
て
お
ら
れ
な
い
か
た

-
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
後

17¥. ム2、

室口

問

題

金
を
受
け
た
者
に
対
し
、
公
務
扶

助
料
等
の
受
給
者
が
い
な
い
場
合

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

-
受
給
者
の
か
た
で
、
昭
和
四
十

年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
七

K.T.N テレビでみなさんにN.S.C 

の
戦
没
者

・
請
求
手
続
は
早
め
に
、
く
わ
し

く
は
市
社
会
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

lこ

関

Jし、

生

活

展

に

ぎ

わ

う

市
連
合
婦
人
会
(
小
松
初
子
会

長
会
員
三
千
七
百
人
)
で
は
二

月
十
五
日
市
民
会
館
で
生
活
展
を

開
催
し
、
終
日
約
五
百
人
の
観
覧

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
市
内
八
地
区
の
会
員

さ
ん
が
、
た
ん
せ
い
乙
め
て
作

ら
れ
た
編
物
百
二
十
点
、
し
し
ゅ

う
額
入
り
二
十
点
、
木
彫
り
十
三

点
、
習
字
九
点
、
洋
裁
六
点
、
和
裁

十
点
、
造
花
三
十
点
、
手
芸
五
十

九
点
、
計
二
百
六
十
七
点
が
出
品

さ
れ
、
特
に
『
公
害
を
考
え
る
コ

ー
ナ
ー
』
を
設
け
て
、
衣
料
公
害

や
ゴ
ミ
公
害
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

ま
公
害
問
題
に
関
す
る
資
料
を
展

示
し
て
、
観
覧
者
の
目
を
ひ
き
し

た。
即
売
会
で
は
、
自
然
食
が
飛
ぶ

⑨ 

「
不
燃
物
は
必
ず
き
め
ら
れ
た
日
に
、

き
め
ら
れ
た
場
所
に
」

i 監理謹璽璽盟 ! 
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時日三五三 N 五日一四三 C る通の上は製市
五の日時月 分の日時月 こじた映たさ制
分午夜}三 )午夜 l三 とてびさいれ三
)前中五十 前中四十 に広次れへた十
o r-.時一 O~ 時ー なくのてん映周
時実四日 時実五日 り県とお好画年
二際十際十( ま内おり評『を
十は五土 O は 五土 しにりまでお記
分四分) 時四分) たもテす、お念

よ
う
に
売
れ
、
午
前
中
で
全
部
売

切
れ
る
盛
況
で
、
み
な
さ
ん
か
ら

た
い
へ
ん
喜
ば
れ
ま
し
た
。

市
連
合
婦
人
会
は
、
毎
年
、
生

活
に
直
結
し
た
も
の
を
取
り
あ

げ
、
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
の
お

役
に
立
つ
よ
う
、
努
力
が
続
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

年

度

更

新

、
昭
和
四
十
八
年
度
の
労
働
保

山
険
(
労
災
保
険
お
よ
び
失
業
保

山
険
)
の
概
算
保
険
料
と
昭
和
田

{
十
七
年
度
の
確
定
保
険
料
の
申

~
告
と
納
付
の
手
続
き
を
し
て
い

ヤ
た
だ
く
時
期
に
な
り
ま
し
た
o

v

ど
存
じ
の
と
お
り
、
近
い
将

)
来
に
お
け
る
労
働
保
険
(
労
災

日
保
険
お
よ
び
失
業
保
険
)
の
全

本
年
中
学
校

を
卒
業
し
就
職

す
る
者
に
対

し
、
そ
の
前
途

を
祝
福
し
激
励

す
る
意
味
で
市

と
市
教
育
委
員

会
主
催
に
よ
り

三
月
三
日
市
民

会
館
に
お
い

て
、
中
学
卒
業

就
職
者
激
励
大

会
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

市
長
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
激
励

の
乙
と
ば
の
の
ち
、
市
長
か
ら
記

念
品
の
贈
呈
が
あ
り
、
就
職
者
代

表
の
誓
い
の
乙
と
ば
で
終
わ
り
、

中学卒の就職者を激励

今年は百七十四名

み
ん
な
で
守
ろ
う
。

手

続

を

保労

険働

面
適
用
の
実
施
を
控
え
、
年
度

更
新
事
務
の
円
滑
な
る
処
理
を

期
す
る
た
め
労
働
保
険
料
の
申

告
と
納
付
手
続
な
ど
に
つ
い

て
、
三
月
下
旬
か
ら
四
月
中
旬

ま
で
の
聞
に
「
説
明
会
」
を
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用

の
う
え
五
月
十
五
日
ま
で
に
申

w

告
、
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
戸

引
き
続
い
て
陸
上
自
衛
隊
大
村
部

隊
音
楽
隊
に
よ
る
音
楽
演
奏
が
あ

り
盛
会
り
に
閉
会
し
ま
し
た
。

本
年
の
就
職
者
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

玖
島
中
五
十
九
名
(
男
三
十
九

名
、
女
二
十
名
)
西
大
村
中
六
十
一

名
(
男
三
十
七
名
、
女
二
十
四
名
〉

郡
中
三
十
八
名
(
男
二
十
四
名
、
女

十
四
名
)
萱
瀬
中
十
六
名
(
男
十

三
名
、
女
三
名
)
計
百
七
十
四
名
。

就
職
地
別
で
は
、
市
内
七
十
二
名

(
男
四
十
六
名
、
女
二
十
六
名
)

県
内
十
三
名
(
男
十
名
、
女
三
名

)
県
外
四
十
八
名
F

男
二
十
二
名
、

女
二
十
六
名
)
各
種
訓
練
校
等
三

十
一
名
(
男
三
十
名
、
女
一

名
)

未
定
十
名
〔
男
五
名
、
女
五
名
)
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「
不
燃
物
は
必
ず
き
め
ら
れ
た
日
に
、

き
め
ら
れ
た
場
所
に
」

昭和48年3月15日
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注
射
と
検
診

-
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

昭
和
田
十
八
一
年
度
、
犬
の
登
録

と
第

一
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次

の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

対

象

犬

生
後
九
十

一
日
以
上
の

犬

手
数
料
品

登
録

一
頭
に
つ
き

三
百
円

り

犬の登録と在犬病予防注射日程表 注

月日|実施場所 |実施時間 ;犬射
I -.::::i:::" -;:;r: .1 L' . "r.:は4 / 9C月 ) 1 市役所 110:00~1 5: 0 0
←ー| !一一一一一 じ 頭

| 今村公民館 i1 0 :30~11:00 上/"
4/10 1溝陸 。 111:1 5 ~11 : 30工二
(火) 1 三 浦出張所 IH: QQ~H : Q Q . 手五
一 一!豊堕旦1i[足立PfUl4:30"'15:0Q:た
l l序平引剛引平平引科叩叩/小村川川jトj¥)1川¥サ巾洲}川一lリl
411日11鈴田出張所 Inド:0ω0.......12: 0叩0な 百
(水) I岩松駅前 11凶1臼3:0∞0"""14:0叩0ど六
|大多武婦人ホーム114:30"-15: 00で 十

④12時から13時までは休けいします。 つ円

おおむ市政だより(5) 

な
ぎ
、
つ
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
登
録
と
注
射
が
済
ん
だ
犬

に
は
、
首
輪
に
必
ず
鑑
札
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
受
付
が
た
い
へ

ん
混
雑
し
ま
す
の
で
、
つ
り
銭
が

い
ら
な
い
よ
う
ど
協
力
く
だ
さ
い

募

集

園
長
崎
県
育
英
会
奨
学

生
を
募
集

県
育
英
会
で
は
四
十
八
年
度
奨

学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す

資
格

長
崎
県
内
に
住
所
を
有
す

る
者
の
子
弟
で
、
県
内
の
高
等

学
校
を
卒
業
し
、
大
学
(
大
学

院
、
短
大
は
除
く
)
に
在
学
す

る
学
生
で、

経
済
的
理
由
に
よ

り
就
学
困
難
な
者

募
集
期
間

三
月
二
十
日
1
五
月

十
日

申
込
先

市
教
育
委
員
会
事
務
局

※
願
書
そ
の
他
必
要
な
書
類
は
市

教
育
委
員
会
事
務
局
に
あ
り
ま
す

り力1とう

ございました一一

O 交 o 0 交
か木 通 をれ 1 1 ンん社西をさ神南 通
ら場 安 集シのボは長本 ん代高 遺
金 郷 全 まヨチリ 、今町 はの来 児
ー の 毎 つ l ヤ |韓 川 の 、中 郡 へ
封篤 の たをリシ国忠白 拾田 国
を志 会 お 催 テスジ義馬 得信見
家 へ 金さイタャさ 車 金 子町

寄付あ-.、
」ーく

わ
し
く
は
市
教
育
委
員
会
事

務
局
へ催

し
も
の

圃
竹
松
駐
と
ん
地

創
立
引
周
年
記
念
行
事

次
の
と
お
り
記
念
行
事
を
行
な

い
ま
す
の
で
多
数
ご
来
場
く
だ
さ

日
時

四
月
五
日

(木
)

午
前
十
時

t
午
後
三
時
三
十
分

場
所

竹
松
駐
と
ん
地
内

社
会
福
和
事
業
費
へ

O
坑
出
津
郷
の
浅
田
義
則
さ
ん
は

亡
父
惣
市
さ
ん
の
生
前
の
ご
遺

志
に
よ
り
金

一
封
を

O
乾
馬
場
郷
の
福
田
律
三
さ
ん
は

亡
長
男
真
一
さ
ん
の
忌
明
け
に

あ
た
り
金
一

封
を

O
佐
世
保
市
の
ホ
l
ム
物
産
株
式

会
社
佐
世
保
営
業
所

(社
長
吉

野
太
郎
さ
ん
)
は
、
市
内
で
「

生
活
と
健
康
を
考
え
よ
う
」
を

催
し
た
来
客
者
か
ら
の
お
礼
金

を
O
諏
訪
郷
の
中
川
綾
子
さ
ん
は
、

亡
夫
誠

一
郎
さ
ん
の
忌
明
け
に

あ
た
り
金

一
封
を

内
容

記
念
式
典

・
武
器
展
示

展
示
訓
練

・
戦
車
体
験
と
う
乗

(希
望
者
全
員
)
・
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
体
験
と
う
乗

(
一
部
の
者
)

演
芸
会
・

植
木
、
盆
栽
、
陶
器

金
魚
す
く
い
、
焼
鳥
酒
房
、
果

物
な
ど
の
即
売
コ
ー
ナ
ー

来
隊
者
の
送
迎

マ
イ
ク

ロ
バ
ス
を
準
備
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ

卓

球

大

会

勤
労
青
少
年
ホ
i
ム

み
μ
ん
な
で
守
ろ
う
。

市
立
清
和
園
、
光
と
緑
の
園
向
陽
~

寮

へ

~

O
徳
泉
川
内
郷
の
梶
山
ミ
ス

ヱ
さ

~

ん
は
、
亡
夫
司
浩
さ
ん
の
忌
明

け
に
あ
た
り
金

一
封
を

社
会
福
祉
事
業
費
、
市
立
清
和
国

へO池
田
郷
の
松
永
ツ
ヤ
さ
ん
は
、

亡
夫
又
次
さ
ん
の
生
前
の
ど
遺

志
に
よ
り
金

一
封
を

共
同
募
金
へ

O
大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
会

長
小
村
孝
さ
ん
)
は
、
不
要
品

の
交
換
セ

l
ル
を
行
な
い
そ
の

売
上
金
を

ホ
ー
ム
利
用
者
は
ふ
る
っ
て
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

三
月
二
十
五
日

(
日
)

午
前
十
時

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

場
所

圃

体

力

テ

ス

ト

こ
の
テ
ス
ト
は
、
壮
年
層
の
人

が
日
常
生
活
の
基
本
と
な
る
体
力

を
確
か
め
る
も
の
で
、
そ
の
結
果

に
基
づ
い
て
自
分
に
適
し
た
運
動

を
規
則
正
し
く
行
な
い
、
体
力
を

保
持
増
進
し
、
健
康
に
自
信
を
も

っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
行
な
い
ま
す
。

日
時
三
月
二
十
五
日

(
日
)

午
前
九
時
J
十
二
時

場

所

市

営
陸
上
競
技
場

雨
天
の
場
合
は
市
民
体
育
館

対

象

年

齢
四
十
歳
以
上
の
男

・

女
内
容

反
復
横
と
び

垂

直

と
び

握
力
ジ
グ
ザ
グ
ド
リ
ブ
ル

急
歩

参
加
料

無
料

申
込
期
限
三
一月
二
十
五
日

当
日
も
受
け
付
け
ま
す

携
行
品

運
動
服
、
運
動
ぐ

っ、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込
先

市
教
育
委
員
会
体
育
課

※

ハ
ガ
キ
か
電
話
で
'申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
-弓

教

道

室

次
の
と
お
り
弓
道
教
室
を
開
設

し
ま
す
の

で、

ふ
る
っ

て
ど
参
加

く
だ
さ
い
。

場
所

大
村
市
営
弓
道
場

期
間
三
月
二
十
三
日

1
五
月
二

十
五
日

日
時

毎
週
金
曜
日

午
後
七
時

1
九
時

道
具

教
室
で
準
備
す
る

参
加
料

無
料

資

格

十

八
歳
以
上

(男
女
V



(6) 

申
込
先

電
話
か
ハ
ガ
キ
で、

住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
を
市

体
育
課
へ

りおおむ

圃
市
内
剣
道
総
合

練

習

4
E
 

市政だより

次
の
と
お
り
練
習
会
を
行
な
い

ま
す
の
で
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い

日
時

四
月

一
日

午
後

一
時

1
五
時

場

所

市

民
体
育
館
大
体
育
室

対
象

幼
、
小
、
中
児
童
生
徒
お

よ
び
高
校
一
般

参

加

料

不

要

※
は
き
物
を
入
れ
る
ビ
ニ
ー
ル
袋

を
必
ず
携
行
の
こ
と

主

催

大

村

市
剣
道
協
会

昭和48年 3月15日
1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

-
市
内
少
年
剣
道
大
会

中
央

A
が
優
勝

第
十
二
田
市
内
少
年
剣
道
大
会

は
三
月
四
日
市
民
体
育
館
に
三
十

一
チ

l
ム
が
参
加
し
て
、
団
体
戦

個
人
戦
と
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た

成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

団
体
戦
優
勝
A
 

中
央

A

イ立

個
人
戦
小
学
三
年
の
部

優

勝

黒

江
直
樹

二
位

村
陽
彦

小
学
四
年
の
部

優

勝

馬

場

修

三

崎
道
行

小
学
五
年
の
部

位
池
田

優

勝

高

屋

厨
哲
治

小
学
六
年
の
部

優

勝

辻

徳

彦

川
博
邦

中
学
一
年
の
部

優
勝

桝
谷
憲
治

久
保
明
弘

中
学
二
年
の
部

優
勝
末
安
雅
之

良
文
男

中
学
三
年
の
部

優

勝

松

永

好
司

山

哲

二
位

E成

二
位

二
位位

二
位

山田

-
市
内
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
成
績

一一月
十
七
日
、
玖
島
中
体
育
館

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
市
内
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
成
請
は
次
の

と
お
り
で
し
た
。

教
職
員
選
手
権
大
会

一
位

大
工
高

二
位

三
位
ろ
う
学
校

西
中

少
年
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

(
中
学
男
子
)

一

位

西
中

二
位

玖
島
中

三
位

郡

中

(中
学
女
子
)

一
位

郡

中

二
位

玖

島

中

三
位

西

中

(小
学
男
子
)
一

位

鈴

田
小

二
位

大
村
小

三

位

福

重

小

(
小
学
女
子
)

一
位
萱
瀬
小 f卸

二
位

大
村
小

三
位

鈴

田

小

※
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
協
会
で
は

県
協
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
三

月
下
旬
か
ら
四
月
に
か
け
て、

小

中
学
生
を
対
象
と
し
た
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル

教
室
を
開
く
予
定

で

す
ノ。

j主大

そ

他

の

中目本

圃
お
済
み
で
す
か
?

固
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
覧

三
月
二
十
日
ま

で

(
執
務
時
間

中
)
市
課
税
課
で
縦
覧
し
て
お
り

ま
す
。

あ
な
た
の
資
産
の
価
額
を
お
確

か
め
く
だ
さ

、
。

園
田
通
大
村
営
業
所
の

移
転
お
知
ら
せ

日
通
大
村
営
業
所
は
四
月
一

日

か
ら
竹
松
駅
構
内
に
移
転
し
、
営

業
い
た
し
ま
す
。

新
営
業
所
電
話

@
l八
二
O
二

回

転

居

届

を
大
村
郵
便
局

三
、
四
月
は
転
出
・
転
入
の
多

い
時
期
で
す
。

郵
便
物
が
正
確
、
迅
速
に
届
く

た
め
に、

必
ず
転
居
届
を
郵
便
局

九
州
電
波
監
理
局

違か ば し 長 の 令 ラ てを 電千九 さな事なはや 七りる
反 っ と使てに地 l乙 ジ こ い受波二州れ連 な連 、4 メ ま分最
者 てこ 用 、申方よオのまけ法 百 管 て 絡 ど 絡事乙ガ す 野近
がにろ でそ 請電 りはよすでに 三 内おにのに業二へがで
あ運が きの 書波必 、う。運よ 十 でり 広際 、上レ 、有 電
る用 免 ま免を監ず 電 な 用 る 五二 、くのまの λツ特効 波
たし 許 せ 許 提理所波市 さ 免局万現利軽 た 簡 γ帯 ににが
め てを ん を 出局轄法 民 れ 許 が 三在 用易行易 ↓の 二利社
い受。受 市 ナ 用 会
使 る け け 民六さの
用電なな ラ、れ あ

長E2 1|市民ラジオ(トランシーパー)I ~手 ZG
て後す | 山一

くもる | の使用は免許を |そる 、て
だ 正と ノ日 /】 ー 乙事ラは
さ しとで態ジ
い くも 電 がオー
。運にけえどしにま域海ょう合無り器りの波発の般
用 、る 、うたなす に上 っ か格線 〉のたた 利 生 視無
す免よ必か機る t か区上て 、品機機 購いめ 用 し 聴線
る 許 うずを 器区ら分空は まで 器器入か おのてに通
ょを手免確で域 、さの、たあ型が，，.-た使秩お混信
受続許認あにおれ使陸機 る 式郵 i'-- はい序り信
!こけきをのる合使て用 上 器ーか検政あ 、に 稚 まをテ
したを受うか致いい区 、ほど定省た機な 持 す 与レ

へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

ご
家
庭
に
は
郵
便
受
箱

を
つ
け
、
家
族
名
も
記
入
し
て
、

ど
協
力
く
だ
さ
い。

な
お
届
出
用
紙
は
市
役
所
市
民

課
窓
口
、
な
ら
び
に
各
郵
便
局
の

窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

-
四
月
の
実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

。
二
日
か
ら
十

一
日
ま
で

O
十
二
白
か
ら
十
四
日
ま
で

O
十
六
日
か
ら
二
十
日
ま
で

O
二
十
三
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
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